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は余り認め られな ν 、 )(或fl~比重以下では村i :yE主主は急激に大 き くなると ν 、ぅ 。 u!:にテン グ ザ

夜lの成形過7訟に於て胞子が発芥し成長点を生じた発')!f.ユ休のlt:の後の発育に)iX、いてマ クサと

オパタサにより調べた結果， 前者は直立型と佃旬砲のご型 自ど と~ ，直立112では始めの発芥

枝の4:i1!iからi品る側生芳三が上li'iJしこれが主枝に生長し， 初旬型で・は側主l三予J'は佃旬枝に発達

し，それから何本かのii'f.J'L芥が11¥て主役に成長する，而 して後者の方は伺旬裂のみが認め

られたと ν、ぅ。この際立11ち発:5J'.&ぴ成長の主号令の阻害要因としては砂泥の堆絞や:f'.rA小波類 ・

の被挺叉腹足類の食害が挙げられる。

栄養繁Yjj'iに関して。若者が新たに提U:tlしたものに分生体がある。従来テングサ類の栄

養繁殖として普通に伺旬枝からの新')!fニの発111及び体の一部の切仁lから多数の枝部叉は様'im
を再生することはまnられてν、たが，若者はマ タサに1iきて栄養繁油能力を認めたのでその分

生現象を実験的にまと めた。日fl ち材料を ~jjjj等で石市に悶定して 7 ィ ー ノレ l 、で・実験 した結果

石商に接触 した部分4加に中校涼の先端Iq1泣から来状仮恨を :Hし，とれを基として者ぃ枝部

が発生した即ち分生体が形成された訳である。叉1Urかる分生繁殖と本質的に変らなν、もの
にI狗主/i;のif，i.立J伎が箭11百枝化して新直立校を発1.Hして繁殖する現象をテングサ類のある穏で

みてν、る。とれは自然界で・磁〈 普通に行われてν、る栄養繁殖ではないかと惣{象してν、る。

研究結果のテ ングサ諺i:Jt1産上への応mt亡関して。深前方法には11也子1b:/11 ，附若に関す
る知見;育成上の白山l，増益事業の効果9'11定，被害訓~E ， t刑宣l昨 1~Jの決定， 新証0.4あの探索

等には発芽・成長の;品伎とそれに及ぼす7~ì.I;i・比重の滋轡.&び発育m筈要図書事の知見;採

苗， 主主槌及び育成事業等には分~繁締法の発見等々が寄与する処あると著者は結んで・ν 、

也 。

E区天材料としてテングサ類は我国海芸員類中極めて重要な位置を占めその原識の生産高

は王'1'1.今世芥の7事1]， 製品は 8刻に1及士ぶと νい、 うが夏にそのj増!日'1;;沌hは怠

関す る i基E態主礎 l自的1引拘t句JW砂研f予先Eの論支文;は宇炉机純';gめて怠号我主均傑Eν 、 こ と と 忠はれる。 4告に7]\.~関係従事者各f立に1'#1-

益する必!dcと?とーえられる。

(ゴlti伝説佐一北海道大学理1¥学部tili物学教室)

皐舎録事

日本藻類皐曾第3回線曾開催

去る 10月12Elよリ14日迄広砧大学で日本中i[物学会大 会がfmfiHされたのを機にその
前日 11日に1，!iJ山大学迎学faiにj冷て本会総会が行われた。l-!¥ni'，'会員は 34i古でその他 2，3の

来会ポーがあ 日盛会位に終ったことは当 1'1の世・荷役を引き受けられたす1刊F俊平博士や広瀬弘

幸博士その他地元会長の方々の御尽力によるものでj♀〈待JI却し11'し上げたν、。

まず午前 91[，¥;*山間会長の部iti-r刀、あ り，今3l
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ムrfJに於てsMかれた第二四国際海務事‘門会j議会にlH"'1!;された!昨の様子ゃ欧洲各地のハーバ

リ ュ -.1.'， 大学，研究所成いは博物官tl・な E を!併紡された lI;t， の放行談をスラ イド‘ を f!l~H-1 して

話ーされた。予定されてν、た名谷会長岡jJi!:IE人tl.1]士の 「ホン〆ワラの研究に関する忠ひII¥J

と泌する部ili(は同博士の修l床快のため符1111¥府:1¥来ず中止となワたことは残念であった。 次

いで 1011寺牛より総会が聞かれた。 当日の議長には地元のすIf!J.!H変"15.博士が選ばれた。まづ

会長検拶の後議惑に入り 川IltlWi':司王よ り昭和29年度のH!:務，会計の報告と 30年度の中11:]報

告があり ，次いで今年は役員の任期満了につ き会長改選が行われた。 illU¥ 1-;1:従来週り~!!~記

名4交梨によって行われその結果は次の干Jiであった。

IJ.I 問幸男 3 1 話乞猪盟f1~ :ZI5. 2烈， "iu間三ms1 紫， 令~'tl ' 34黙

1怖くして山田会長の併任に決定した。 叉~長年11!:の総会は村i物学会総会自己機に牛L似1fTで

行う とと に決定し最後に1.1.1同会長より最近園内やタト図の各学会，博物館等より会誌の千年111f，

交換を務草して来ているので今後この問題はその処理Rを会長に一任させてほ しν、(ゐ論会

誌の残部語、 ø{~ となワた場合は総会に図 る)との発言があ り 全会Jl~ M義なくこれを諒爪して

総会の拡を時!ぢた。

lllh¥'より大砲パスに乗ってエタスカ ーションに1-1¥発した。 このパスはつν、数Fi前に

!!ili入したも の とかで乗心、地満点だった。がイ I、‘は案内 ガ ー ノレのタ卜に猪野I1F士が~PJr~Nï'で

マイクを持ち ， 主として純物学的立場から案内 がー んの平íIì足í~tl !!ì をさ れた。先ずrfJ内随一

の名所後楽l主lで昼食の後一木一主主又は一石そして築山の也伏一つに至るまでそれぞれ意味

があると言うl!iil内を一越してまず驚l瑛， 次に附1.1.1を離れて蛍:作にiiJ[を低くたれた黄金のilll

を左右に眺めながら倉敷市の大151美術館に歪り泰阿の名聞や古美術1112を見学，犬J1KJ;足業研

究所の図i!l倣に於ては彪大なペッ 7")"一文庫を見学し，誌に]fj:を駆って今は一面悶|必と化

した号車IHIに名高い隊戸の披り の放与を似びつつ漁'戸内wi'にITiiする玉野市に到れば玉出f海洋

博物館あ り， 訪問舗な建物の7!tl長倣ではギ干気者の様な Fコに戯れ，ハ リイ jJやカプ トガニの

珍しい動物を倒疾し，叉隣接する|判山大学臨海実験所では内海にEをするホ Yエガサの珍獄

を分与して蛾き，~守叉内海の風光 をüでて三11!: ï\I上の人 とな りタ悶せ ま る倉敷街道を振舛

いのウ イスキ ーにのと 白1凶の美声を淡い令ν、ながら， ~!!~本*f:l の行似を終えて l尚山大学に

帰着した。かくて夜 7 11寺 よ り玉出f臨海実験所長， 会.Q)Jj円四郎氏 の御HJ， f~\'による怨親会が

同大学手，¥t尚クラプにlt-:て行われ手u気鋭々のうちにー Elの予定を終えた。
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寓異説明 A，大原美術館玄関に於ける記念tj'li~j~
B~E， エク スカ ー シ可ン(Jìt，J lll rIH圭楽 |占1)
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